
様式2

都市再生整備計画　事後評価シート

戸塚区舞岡川周辺地区

平成２４年３月

神奈川県横浜市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 379 ha

交付期間 40%

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし
ありなし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

－

110,325

30

数　　値

105.7

 １）事業の実施状況

事業工程の見直しにより削除

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

（河川）舞岡川準用河川改修事業（総合流域防災事業）
（地域生活基盤施設）(仮称)舞岡水辺広場整備

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

－

実施内容
都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

m3／秒 10 H17 30

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

舞岡駅乗降客数 人／日 1,897 H17 2,000

フォローアップ
予定時期

－

地域の治水安全度を高め、安全安心のまちづくりを進めるため追
加

目標
達成度

○

事業箇所変更により追加されたため、目標及び指標への影響
はなし

1年以内の
達成見込み

2,486

○

平成24年6月

舞岡地区センター年間利
用者

人／年 82,500 H17 84,000 H23

H23

H23 平成24年6月○

指標1

指　標

指標２

舞岡川の流下能力

指標４

指標３

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

水と緑の保全 ha 111.8 H15 平成24年6月

－ － － －

0.4haの水と緑を保全した。

本計画の事業を行わなかった場合の評価
値は、105.3haであったため、減少傾向が
抑制されている。

 ５）実施過程の評価

舞岡川の生物調査は小学生や中学生も参加しており、現地で自然と触れ合う、環境学習の場としても効果があった。
参加した子どもからは、「家の近くの川よりたくさんの種類の生き物がいた」「たくさん捕まえることができ、楽しかった」といった感想があった。

交付期間
の変更

－都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

なし

（事業活用調査）生物相等調査

新たに追加し
た事業

なし

（地域創造支援事業）柏尾町地区浸透施設整備事業

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

事業箇所の変更により、「柏尾町地区浸透施設整備事業」へ移行
するため削除

事業箇所変更により削除されたため、目標及び指標への影響
はなし。

目標及び指標は据え置く。

－

今後も地元住民との連携を継続する。

モニタリング なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

舞岡川生物調査

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

今後の対応方針等

－

－－

目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

フォローアップ
予定時期

効果発現要因
（総合所見）

河川改修等による治水安全度の向上によ
り、住環境の改善が図られ、舞岡駅の乗
降客数が増加した。ただし、本指標は、計
画外事業の影響も受けやすい。
市民協働による生物相等調査が行われ、
地域の市民活動が活発になった。ただし、
本指標は、計画外事業の影響も受けやす
い。

河川改修により、整備対象区間の流下能
力が向上し、周辺地域の治水安全度の向
上が図られた。

平成24年6月

効果発現要因
（総合所見）

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

地区名

事業名

（道路）舞岡橋架替拡幅

（地域創造支援事業）柏尾小学校浸透施設整備事業

数　　値

平成19年度～平成23年度

－

899 百万円

戸塚区舞岡川周辺地区

平成19年度～平成23年度 平成23年度事後評価実施時期

神奈川県 市町村名 横浜市

交付対象事業費 国費率



様式２－２　地区の概要

単位：　人／日 1,897 H17 2,000 H23 2,486 H23

単位：　人／年 82,500 H17 84,000 H23 110,325 H23

単位：　m3／秒 10 H17 30 H23 30 H23

当該地区は、横浜の里山的な景観・環境が息づく地域であり、都市農業も営まれています。本計画の目標としては、水と緑
が調和するまちづくりを目指すとともに、水害や交通事故などから守る安全安心のまちづくりを進めます。

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

舞岡地区センター年間利用者

舞岡駅乗降客数

舞岡川の流下能力

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

同地区において、２期計画を立ち上げ、
・地区内の豊かな緑や水辺空間など、環境資源の保全を引き続き推進するとともに、河川改修や広場整備の完了後、生物相等調査を行うことで、舞岡川の環境変化が少ないことを確認する。
・舞岡川の河川改修に併せ、川沿いに安全な歩行空間を創出し、歩行者ネットワークの拡充をはかる。
・舞岡水辺広場やプロムナードの整備を行うことで、豊かな環境資源を活用した市民が憩い、活動できる拠点の創出を図る。
・治水安全度を向上させるため、上流部に残る未改修区間の早期完了を目指し、引き続き舞岡川改修の円滑な推進に努める。

まちの課題の変化

・水辺広場整備や河川改修により、水と緑の環境資源を保全し、生息生物に配慮した河川改修を行った。また、未だ継続する水と緑の環境資源の減少傾向を鑑み、より一層の保全が望まれる。
・水と緑の環境資源が確保され、舞岡ふるさと村の自然あふれる環境の保全に貢献した。舞岡ふるさと村と環境資源との一体的な利用を促進するため、舞岡川沿いの快適な歩行空間や憩いの場となる水辺広場の整備が必要。
・生物相等調査を市民参加で行うことなどにより、市民意見を計画に反映することができた。市民活動を活性化させるため、活動拠点となる施設整備が望まれる。
・舞岡川の河川改修が進められ、下流部において、事業前よりも治水安全度が向上した。未改修区間が残る上流部についても、早期完了が望まれる。

目標値 評価値

黒須田川周辺地区（神奈川県横浜市）　都市再生整備計画の成果概要

従前値

舞岡

柏
尾
川

■基幹事業：河川事業
　舞岡川準用河川改修事業
■基幹事業：地域生活基盤施設
　(仮称)舞岡川水辺広場整備

□提案事業：事業活用調査
　生物相等調査

□提案事業：地域創造支援事業
　柏尾町地区浸透施設整備事業

舞岡川準用河川改修事業 舞岡川水辺広場整備

柏尾地区浸透施設整備事業

舞岡川生物相等調査



参考様式

都市再生整備計画　フォローアップ報告書
戸塚区舞岡川周辺地区

平成２５年３月

神奈川県横浜市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

30

2,000 ○

110,325

指　標 従前値 目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

その他の
数値指標１

111.8

1年以内の
達成見込み

○

2,486

見込み・確定
の別

84,000

指　標

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

事後評価

従前値 目標値

指標１ 舞岡駅乗降客数 人／日 1,897 ○

30

1年以内の
達成見込み

○

105.7

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

○

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

2,467

計測時期

H 24年 6月

総合所見

河川改修等による治水安全度の向
上により、住環境の改善が図られ、
舞岡駅の乗降客数が増加した。ただ
し、本指標は、計画外事業の影響も
受けやすい

舞岡地区センター年間
利用者数

人／年 82,500

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

112,991 H 24年 6月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標５

指標２

H　　年　月

H    年  月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

市民協働による生物調査が行われ、
地域の市民活動が活発になった。た
だし、本指標は、計画外事業の影響
も受けやすい。

30 H 24年 6月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

河川改修により、整備対象区間の流
下能力が向上し、周辺地域の治水安
全度の向上が図られた。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標３ 舞岡川の流下能力 m3/秒 10

指標４

※フォローアップの必要のある指標について記入

計測時期

105.7 H 24年  6月ha

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

見込み・確定の別

水と緑の保全

事後評価

本計画の事業を行わなかった場合の
確定値は105.3haであったため、減少
傾向が抑制されている。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

H　　年　月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

※フォローアップの必要のある指標について記入

H　　年　月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

河川改修の早期完了

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・成果を持続させるために
行う方策

魅力ある水と緑の環境整備 水辺広場を整備する具体的な5ヵ年間のスキームを
立て、平成24年度からの事業に着手した。

舞岡川改修の具体的な5ヵ年間のスキームを立て、
平成24年度からの事業に着手した。

実施時期

引き続き、水辺広場整備の推進に努めるとともに、2期計画で保全
する緑地整備の推進にも努め、魅力ある水と緑の環境整備を進め
ます。

引き続き、舞岡川改修の円滑な推進に努め、早期完了を目指す。

特になし。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

舞岡川沿いに歩行空間を確保するため、本計画を引き継ぐ、2期
計画を策定。

保全した環境資源を活用し、水辺広場を整備するため、本計画に
引き継ぐ、2期計画を策定。

舞岡川改修を円滑に推進するため、本計画を引き継ぐ、2期計画
を策定。

具体的内容

舞岡川沿いの歩行空間を整備する具体的な5ヵ年間
のスキームを立て、平成24年度からの事業に着手し
た。

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

引き続き、整備の推進に努め、舞岡川沿いの快適な歩行空間の確
保を目指す。

安全で連続した歩行空間の形成

引き続き地区内の豊かな緑を保全するため、本計画を引き継ぐ、
2期計画を策定

実施した具体的な内容

舞岡の環境資源の保全 緑を保全するため、緑地整備事業を含めた2期計画
を策定し、平成24年度から事業に着手した。

今後の課題　その他特記事項実施した結果

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策



都市再生整備計画（精算報告）

戸塚区
と つ か く

舞岡
ま い お か

川
が わ

周辺
しゅうへん

地区
ち く

神奈川
か な が わ

県　横浜
よ こ は ま

市
し



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 379 ha

平成 19 年度　～ 平成 23 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／日 平成１７年度 平成２３年度

人／年 平成１７年度 平成２３年度

ｍ3/秒
平成１７年度 平成２３年度

都道府県名 神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

横
よこ

浜
はま

市
し

戸
と

塚
つか

区
く

舞
まい

岡
おか

川
がわ

周
しゅう

辺
へん

地
ち

区
く

計画期間 交付期間 23

当該地区は、横浜の里山的な景観・環境が息づく地域であり、都市農業も営まれています。本計画の目標としては、水と緑が調和するまちづくりを目指すとともに、水害や交通事故などから守る安全安心のまちづくりを進めます。

舞岡地区は、副都心戸塚駅周辺に隣接し、舞岡川や農地、山林など自然環境に恵まれ、横浜市の「緑の七大拠点」のひとつとして位置付けられています。昭和６０年には横浜市営地下鉄舞岡駅が開業し、近年、駅周辺において、舞岡公園や舞岡ふるさ
と村、舞岡リサーチパーク、舞岡川河川改修などの事業が実施されています。

①横浜の里山的な景観・環境が息づくまち
②水と緑が調和するまちづくり
③水害や交通事故などから市民を守る安全安心のまちづくり
④子どもとお年寄りに優しいまちづくりを進めるとともに生き生きとしたまち

以上の目標を目指したまちづくりを進めます。

・周辺の都市化の進展を踏まえ、舞岡の環境資源を保全する必要があります。
・舞岡ふるさと村の利用を活性化させるための方策が必要です。
・この地区は、横浜では市民活動が活性化している地区で、行政と市民の連携をさらに図っていく必要があります。
・近年、多発する台風や豪雨による浸水被害を軽減する方策が求められています。

環境と共生した、誰もが暮らしやすいまちとして発展させます。
そのためには、地域と行政による多様なまちづくりを進めます。
舞岡川を中心とした安全快適な歩行者ネットワークを形成します。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

舞岡駅乗降客数（1日換算） 年間乗降客数を日数で割った数字 河川改修に伴い環境整備を行うことによって増加が見込まれる 1,897 2,000

舞岡地区センター年間利用者 年間利用者数 市民が参加して進めるため、地域コミュニティが活性化する 82,500 84,000

舞岡川の流下能力  １秒間に流下する河川の水量
河川整備により流下能力を改善し、洪水発生頻度を低減し安全度
の向上を図る 10 30



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
・①豊かな環境資源を活かしたまちづくり
　　横浜の里山的な景観・環境が息づくまちづくり
　　水と緑が調和するまちづくり

舞岡川準用河川改修事業
舞岡川水辺広場整備

・②生活中心を持つまちづくり
　　安全・快適な歩行者軸線の形成
　　交通事故などから市民を守る安全安心のまちづくり

舞岡川準用河川改修事業

・③安心、安全に暮らせるまちづくり
　　災害（水害）に強いまちづくりの推進
　　バリアフリーなど、子どもとお年寄りに優しいまちづくりを進めるとともに生き生きとしたまちを目指す。

舞岡川準用河川改修事業



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園

河川 総合流域防災事業 横浜市 直 450ｍ 平成５年度 平成２８年度 平成１９年度 平成２３年度 1,500 553.5 553.5 553.5

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 横浜市 直 0.55ha 平成２０年度 平成２７年度 平成２０年度 平成２３年度 450 291.9 291.9 291.9

高質空間形成施設 －

高次都市施設

既存建造物活用事業 －

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,950 845.4 845.4 845.4 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

横浜市 直 平成２０年度 平成２０年度 平成２０年度 平成２０年度 6.1 6.1 6.1 6.1

0

0

横浜市 直 － 平成１９年度 平成２８年度 平成１９年度 平成２３年度 13 6.3 6.3 6.3

－ 0

－ 0

－ 0

合計 19 12 12 12.4 …B
合計(A+B) 857.8

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

交付対象事業費 858 交付限度額 343.1 国費率 0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

舞岡川準用河川改修事業 0

－

（仮称）舞岡水辺広場整備 0

－

－

住宅市街地
総合整備
事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

柏尾町地区浸透施設整備事業 柏陽台団地等

事業活用調
査

生物相等調査 舞岡川流域等

－

まちづくり活
動推進事業

－

－

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費
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